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概要版



 

はじめに 

 このたび、七飯町のこれから 10年を見据えたまちづくりの

基本指針として、「第６次七飯町総合計画」を策定いたしまし

た。 

 本計画は、「人と自然が調和し 未来への笑顔輝くまち な

なえ」を町の将来像に掲げ、その実現に向け、各分野の施策を

総合的かつ計画的に推進するための羅針盤となるものです。 

 近年、人口減少・少子高齢化の進行に加え、物価高騰や人手

不足、気候変動に伴う猛暑・豪雨など災害リスクの高まりなど、社会経済情勢は大きく

変化しております。実際に、豪雨や地震等により、道路・河川・農業施設など生活や産

業の基盤が影響を受ける場面もありました。 

 町政運営には、暮らしを支えるサービスを将来にわたり維持しつつ、変化に柔軟に対

応する力が一層求められています。こうした中でも、これまでの取組の積み重ねを大切

にしながら、必要な施策の重点化を図り見直しを行うとともに、実行性の高い計画とし

て取りまとめました。 

 町としては、本計画に基づき、保健・福祉、子育て・教育、防災・減災、産業振興、

交通・都市基盤、公共施設の適正管理、行政サービスの質の向上など、暮らしの基盤を

支える取組を着実に進めてまいります。 

 また、健全で持続可能な行財政運営のもと、デジタル技術の活用や広域的な連携も視

野に、誰もが安心して暮らし、地域の魅力を実感できるまちづくりを進めます。 

 七飯町は、赤松街道や大沼国定公園をはじめとする豊かな自然環境、道の駅「なない

ろ・ななえ」に象徴される地域資源、そして道路・鉄路の交通結節点としての強みなど、

多くの魅力を有しています。これらの資源を守り、磨き、次世代につなげることが、計

画推進の重要な視点です。 

 そして何より、計画の実現には町民の皆様の参画と協働が欠かせません。「町民の声

を生かして創る七飯町」という姿勢のもと、対話を重ね、七飯町議会、地域団体、事業

者、関係機関の皆様と力を合わせ、誇りと安心を感じられるふるさとであり続けられる

よう取り組んでまいります。 

 おわりに、本計画の策定にあたりご尽力を賜りました七飯町総合開発振興計画審議会

委員の皆様、七飯町議会議員の皆様、住民アンケート等で貴重なご意見をお寄せくださ

った町民の皆様に心から感謝申し上げますとともに、今後とも一層のご指導とご協力を

賜りますようお願い申し上げます。 

七飯町長 杉原 太 
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町の最上位計画としての「まちづくりの羅針盤」 

住民と行政の協働により実現する「まちづくりの行動指針」 

まちづくりを確実に実行するための「進捗管理のものさし」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画策定の目的と計画の役割 

計画策定の目的 

七飯町は、総合計画をまちづくりの羅針盤とするとともに、町の最上位計画に位置

付け、各施策を推進しています。町の取組の方向性を定め、各種取組を総合的に進捗

管理し、住民の皆様にわかりやすく伝えることを目的としています。 

計画の役割 

本計画は、七飯町におけるすべての計画や施策の最上位に位置付けられる

計画です。同時に、町の目指すべき将来像を描き、将来像の実現に向けた取

組の方向性を示す「まちづくりの羅針盤」としての役割があります。 

まちづくりには、住民と行政の協働が不可欠です。本計画は、住民と行政

が協力し合う関係を生み出しつつ、目指すべき将来像の実現に向けた取組を

進めていくための「まちづくりの行動指針」としての役割があります。 

本計画は、町が目指す将来像に向けた取組を総合的に定めるとともに、そ

れらが確実に実行されているか進捗管理し、評価する「進捗管理のものさし」

としての役割があります。 

まちづくりにおける総合計画の役割は、次のように位置付けます。 
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■基本構想 

基本構想は、町政運営を総合的かつ計画的に行う指針となるものであり、将来像、基本目標を明らかに

するものです。 

■基本計画 

基本計画は、基本構想に掲げた将来像や基本目標を実現するた

め、今後推進すべき基本施策及び主要施策を体系的に示したもので

あり、各分野における施策の基本的な方向性を明らかにするもので

す。 

■実施計画 

基本構想と基本計画をもって総合計画とし、基本計画の各分野

に、その内容の推進により目指すべき目標指標（内容を代表するよ

うな項目を取り上げている成果指標と活動指標）を定めています。 

また、実施計画は、基本計画に示した主要施策に基づき、具体的

に実施する事業を定めるものであり、毎年、予算編成とともに見直

しを行い、マネジメントシステムとの連携を図り、総合計画の進捗

管理を行います。 

■総合計画と総合戦略との関係 

本総合計画は、総合戦略と一体的に策定し、進捗管理を行うこと

で、施策の整合性を確保し実効性のある計画としています。 

 

 

 

 令和 
８年度 

令和 
９年度 

令和 
10年度 

令和 
11年度 

令和 
12年度 

令和 
13年度 

令和 
14年度 

令和 
15年度 

令和 
16年度 

令和 
17年度 

基本構想           

基本計画     

 

     

総合戦略     

改訂 

     

計画の構成と期間 

計画の構成 

基本構想 

基本計画 

実施計画 

総合計画の構成 

計画の期間 

10 年 

前期５年 

後期５年 中間 

見直し 

５年 

５年 

本計画は、「基本構想」「基本計画」により構成します。 
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■人口のピークを過ぎ減少局面へ 

 

（※グラフは、15 ページを参照） 

 

■三世代世帯の減少、単独世帯と核家族世帯の増加 

 

世帯類型（実数）の推移 
 

平成 12 年 平成 17 年 平成 22 年 平成 27 年 令和 2 年 

単独世帯 1,658 1,921 2,387 2,787 3,337 

核家族世帯 6,849 7,006 7,202 7,194 7,243 

  夫婦のみの世帯 2,640 2,763 2,956 3,000 3,125 

  夫婦と未婚の子

のみの世帯 
3,394 3,222 3,102 2,953 2,847 

  ひとり親と未婚

の子のみの世帯 
815 1,021 1,144 1,241 1,271 

三世代世帯 973 923 764 650 507 

その他の世帯 431 487 501 459 431 

合計 9,911  10,337 10,854 11,090 11,518 

※ここでいう三世代世帯とは「夫婦、こどもと親（両親、ひとり親）から成る世帯」、「夫婦、こども、親と他の親族から

成る世帯」の合計を示す。 
 

■男女とも 10代後半～20代前半で転出超過が大きいが、30代での転入超過も 

 

 

性別・年齢５歳階級別の人口移動の状況（2015⇒2020 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：総務省統計局「国勢調査」  

七飯町の現状 
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七飯町の人口は、平成 22 年をピークに減少局面に入っており、令和２年の総人口は 27,686

人となっています。 

七飯町の世帯類型をみると、単独世帯は増加し続け、三世代世帯は減少し続けています。 

七飯町の性別・年齢５歳階級別人口移動状況をみると、15～19 歳から 20～24 歳になるとき

に、男女とも大きな転出超過となっています。 
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（１）自然と生活が調和したまち 

＜特性と背景＞ 

○大沼国定公園をはじめ、仁山高原、横津岳、

赤松街道など、四季折々の表情をみせる豊

かな自然と、国道５号沿いに発展した、利

便性の高い市街地での生活が調和してい

る。 

 政策展開の視点 

○豊かな自然環境と共生するまちとして、

移住定住の地として選ばれるまちにつ

なげる。 

 

（２）交通の結節点 

＜特性と背景＞ 

○新函館北斗駅が近隣に位置し、国道５号や

函館新道により、函館市など周辺地域への

アクセスが良好である。さらに、北海道新

幹線の総合車両基地が所在し、札幌延伸に

伴いさらなる鉄道関連の雇用も見込まれ

る。 

 政策展開の視点 

○交通の結節点としての特性を活かした

まちづくりにより、企業誘致を進め、定

住人口の増加につなげるとともに、外部

からの交流人口の増加を図る。 

○新規雇用による、生産年齢人口の増加と

個人所得の向上により、定住人口の増加

につなげる。 
 

（３）近代農業発祥の地 

＜特性と背景＞ 

○農業を基幹産業とし、西洋式農法による近

代農業発祥の地であり、北海道農業の基盤

を形成している。 

○農業粗生産額は、道南では毎年上位であ

り、根菜類及び野菜類、畜産、水稲、りん

ごなどの果樹、花きなど多種多様に営まれ

ており栽培技術も高い。 

 政策展開の視点 

○農水畜産物の特産振興を図る。 

○第１次、第２次、第３次産業の連携によ

る加工・販売の拡大（６次産業化）につ

なげる。 

 

（４）日本新三景の大沼国定公園 

＜特性と背景＞ 

○大沼地区にある駒ヶ岳と大沼・小沼・蓴菜

沼を擁する雄大な「大沼国定公園」は、日

本新三景の一つでもあり、年間約 200 万人

の入込数がある。 

 政策展開の視点 

○積極的な情報発信と自然資源の活用に

より、国内外からの交流人口を増加さ

せ、地域経済の活性化を図る。 

 

七飯町の特性と政策展開の視点 
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優れた自然・景観の活用 

対話と協働によるまちづくり 

地方創生と一人ひとりの幸福の実現 

福祉の充実と支え合い 

 

 

 

 

第６次七飯町総合計画を実現するために、次の４つの基本理念を定め、今後 10 年間

のまちづくりに取り組んでいきます。 

 

 

 

少子高齢化の進展を考慮し、道路・公共交通の充実やユニバーサルデザイン・バリア

フリー等を進めるとともに、こどもからお年寄りまであらゆる世代の人たちが地域で支

え合って暮らすことができるまちづくりを進めます。 

 

 

町の特徴的な自然や特色ある景観を大切に保全・活用しながら、自然と共生するまち

づくりを進めます。 

 

 

住民相互、住民と行政との対話を促進し、参画と協働の場の実現を目指すとともに、

住民と行政が協力して地域の課題解決を図るため、自助・共助・公助の視点を取り入れ

たまちづくりを進めます。 

 

 

ＳＤＧｓの理念を踏まえ、各産業の振興と雇用創出を図り、結婚・出産・子育ての希

望を実現できる環境を整備するとともに、交流人口・関係人口の拡大を進め、魅力的な

まちづくりを推進します。あわせて、町の様々な取組が住民一人ひとりの幸福につなが

るよう配慮し、取り組みます。 

 

 

 

 

まちづくりの基本理念 
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これからのまちづくりの基本理念を踏まえて、住民と行政がともに目指す「町の将来

像」を次の通り定めます。 
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（次ページに図を掲載） 

 

  

町の将来像 

人と自然が調和し 未来への笑顔輝くまち ななえ 

土地利用方針 

「自然」と「暮らし」と「産業活動」

が調和した良好な地域環境の形成に

努め、将来像を実現するため、土地利

用の基本方針を次のとおり定めます 

○豊かな自然環境・景観の保全と活用 

○貴重な歴史資源の保全と活用 

○優良農地の保全と活用 

○やすらぎのある生活空間の確保 

○にぎわいのある市街地の形成 

○観光・交流基盤の整備 

○ネットワーク化された道路・交通体

系の確立 

■土地利用の方向 

○交通・交流軸 
道南の交通結節点という立地条件を活か

し、鉄道・道路・公共交通を連携させた交
通・交流軸を形成します。 

○自然・景観・レクリエーションゾーン 
豊かで美しい自然や景観を活用したレク

リエーションゾーンとして活用・整備しま
す。 

○都市と農村の交流ゾーン 
食糧の生産拠点とし維持していくととも

に、交流機会を創出し、農業と暮らしがつ
ながる場として活用します。 

○市街地・居住環境整備ゾーン 
既存の社会資本ストックを有効に活用

し、住居と生活利便施設等を計画的に集約
することで、コンパクトなまちづくりを推
進し、利便性の高い市街地に人口が集まる
都市型社会への移行を目指します。 

○流通・工業ゾーン 
高速交通ネットワークの立地条件を活か

した流通・工業拠点ゾーンとして、充実し
た環境の整備を促進します。 

○観光拠点ゾーン 
大沼国定公園周辺を観光の拠点ゾーンと

してより一層充実を図り、町全体のにぎわ
いとブランド力の向上につなげます。 
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土地利用模式図 
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まちづくりの体系 

・福祉の充実と支え合い 

・優れた自然・景観の活用 

・対話と協働によるまちづくり 

・地方創生と一人ひとりの幸福 

の実現 

 

まちづくりの基本理念 

人と自然が調和し 未来への笑

顔輝くまち ななえ 

 

将来像 

 
施策１－１ 道路・交通ネットワークの整備 
施策１－２ 住宅・市街地の整備 
施策１－３ 交通安全・防犯体制の充実 
施策１－４ 消防・救急・防災体制の充実 
施策１－５ 情報ネットワークの整備 

基本目標１ 

施策２－１ 環境施策の総合的推進 
施策２－２ 循環型社会の構築 
施策２－３ 上下水道の整備 
施策２－４ 公園・緑地・景観の保全 

基本目標２ 

施策３－１ 保健・医療体制の充実 
施策３－２ 地域福祉の充実 
施策３－３ 子育て支援の充実 
施策３－４ 高齢者福祉の充実 
施策３－５ 障がい者福祉の充実 
施策３－６ 社会保障の充実 

基本目標３ 

施策４－１ 幼児・学校教育の充実 
施策４－２ 生涯学習社会の確立 
施策４－３ 生涯スポーツの振興 
施策４－４ 青少年の健全育成 
施策４－５ 地域文化の育成 
施策４－６ 交流活動の推進 

基本目標４ 

便利で安全なまちづくり 

快適なまちづくり 

施策５－１ 農林水産業の振興 
施策５－２ 商・鉱工業の振興 
施策５－３ 観光の振興 
施策５－４ 雇用・勤労者対策の充実 
施策５－５ 消費者対策の充実 

基本目標５ 

ふれあいと支え合いのまちづくり

り 

学ぶ喜びを生み出すまちづくり 

施策６－１ 開かれた協働のまちづくりの推進 
施策６－２ 移住定住の促進と関係人口の拡大 
施策６－３ 男女共同参画・人権尊重社会の形成 
施策６－４ 自立する自治体経営の推進 

基本目標６ 

活気とにぎわいのあるまちづくり 

協働のまちづくり 
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基本計画 

基本目標１ 便利で安全なまちづくり 

まちづくりで最も求められているものの１つである生活の利便性を確保する
ため、公共交通の充実や、道路・住宅の整備、情報通信基盤の整備を図り、快適
に暮らせる環境を整えます。同時に、交通安全や防犯対策、防災対策に努め、利
便性と安全性がバランスよく両立しているまちづくりを推進します。 

１－１ 

道路・交通ネットワー

クの整備 

施策項目 主要な施策 関連するＳＤＧｓ 

１ 幹線道路・生活道路の整備 

２ 道路等維持の充実 

３ 除排雪体制の充実 

４ 公共交通網の確保 

５ 地域公共交通の計画的な運用 

１－２  

住宅・市街地の整備 

１ 公営住宅の長寿命化 

２ 空き家・空き地バンク制度の促進 

３ 住宅の耐震化 

４ まちなか居住の推進 

５ 危険な空き家の解体補助 

１－３  

交通安全・防犯体制の

充実 

１－４  

消防・救急・防災体制

の充実 

１－５  

情報ネットワークの 

整備 

１ 交通安全意識の高揚 

２ こどもの交通安全 

３ 交通安全施設の整備 

４ 防犯体制の強化 

５ こどもを守る防犯ネットワークの充実 

６ 防犯灯の設置 

１ 災害対応力の充実強化 

２ 救急救命体制の充実強化 

３ 消防・救急車両等の整備 

４ 消防団装備の充実と連携強化 

５ 防災意識の向上と自主的な活動への支援 

６ 災害発生時の総合的な体制や対策の充実 

７ 災害に備えた環境整備 

８ 治水・治山対策の推進 

１ 事務効率化を目指した庁内情報システム

の整備 

２ 行政のデジタル化によるサービス拡充 

３ 提供情報の充実 

４ デジタル人材の確保と育成の推進 
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基本目標２ 快適なまちづくり 

豊かな自然環境と共生するため、温暖化対策を含めた自然環境の保全、ごみの
減量などによる循環型社会の構築、良質な上水道と環境負荷を下げる下水道の維
持、そして公園・緑地・景観の保全を推進し、自然を保全しながら快適なまちづ
くりを推進します。 

２－１  

環境施策の総合的推進 

施策項目 主要な施策 関連するＳＤＧｓ 

１ 環境施策の総合的推進 

２ 大沼（湖）の環境対策の積極的推進 

３ 町内河川における水質検査の実施 

４ 生物多様性の保全 

５ ＳＤＧｓの理念の推進 

２－２  

循環型社会の構築 

１ ごみの分別化・減量化の推進 

２ エコ・リサイクル製品の利用推進事業 

３ 資源ごみ集団回収・分別回収の推進 

４ 不法投棄の防止 

５ し尿処理施設の整備 

６ 一般廃棄物処理施設（最終処分場・中間

処理施設）の延命化及び整備 

２－３  

上下水道の整備 

２－４  

公園・緑地・景観の 

保全 

１ 事業の円滑な運営 

２ 安全・安心な水質の確保 

３ 水道施設の維持・改善 

４ 災害時の体制強化 

５ 下水道全体計画の見直し 

６ 下水道処理機能の維持 

１ 公園・緑地の保全及び施設などの維持 

管理 

２ 良好な景観の形成・保全 
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基本目標３ ふれあいと支え合いのまちづくり 

住民の誰もが互いに認め合い、支え合い、生きがいを持って健やかに暮らせる
よう、住民第一の福祉体制や地域医療の維持・充実、高齢者福祉と障がい者福祉
の充実に努めます。また、子育て世代が、安心して子育てができる環境づくりを
推進し、全ての住民がふれあいながら支え合うまちづくりを推進します。 

３－１  

保健・医療体制の充実 

施策項目 主要な施策 関連するＳＤＧｓ 

１ 健康づくりのための環境整備 

２ こどもを安心して産み育てるための環境

整備 

３ 医療の充実と介護・福祉との連携 

３－２  

地域福祉の充実 

１ 要支援者支援体制の構築 

２ 多様なサービス活動の支援 

３ 相談機能の充実 

４ 権利擁護制度の周知・成年後見人申立権

の活用 

５ ボランティア活動の推進 

６ 情報の共有・連携強化 

７ 地域共生社会の実現 

 

３－３  

子育て支援の充実 

３－４  

高齢者福祉の充実 

３－５  

障がい者福祉の充実 

１ 相談支援体制、情報提供の充実 

２ 保育サービスの充実 

３ 母子保健の推進 

４ 家庭の養育に恵まれないこどもへの支援 

５ ひとり親家庭の自立支援 

６ 職業生活と家庭生活との両立が可能な環

境整備 

７ 子育て家庭への経済的支援 

１ 介護予防の総合的な推進 

２ 高齢者の多様な活動への参加支援 

３ 介護保険サービスの円滑な運営 

４ 在宅生活の支援 

５ 地域包括ケアの推進 

１ 相談支援体制・生活支援の充実 

２ 社会参加の支援 

３ 教育・保育環境の充実 

４ 就労支援の充実 

５ 住みよいまちづくりの推進 

 

 

 

 

 

３－６  

社会保障の充実 

１ 医療費の抑制 

２ 広報活動や相談などの実施 

３ 生活保護実施機関（北海道）との連携 

強化 

４ 生活困窮者自立支援事業の利用促進 

 



12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本目標４ 学ぶ喜びを生み出すまちづくり 

学び続けることで、人生と生活は豊かなものになるため、幼児・学校教育の充
実、生涯学習と生涯スポーツの推進、地域文化の育成により、いつでもどこでも
学び続けられる環境づくりに努めます。また、国内外の交流を促進し、様々な分
野で学ぶ喜びが生み出されるまちづくりを推進します。 

４－１  

幼児・学校教育の充実 

施策項目 主要な施策 関連するＳＤＧｓ 

１ 幼児教育の充実 

２ 学校教育の充実 

３ 教育環境の充実 

４ 総合学習などへの資料提供、補助金交付 

５ 児童・生徒の安全確保の推進 

６ いじめ対策 

７ 不登校対策 

８ こども園・保育所と小学校の連携の推進 

９ 食育の推進 

４－２  

生涯学習社会の確立 

１ 生涯学習体制の整備 

２ 社会教育施設の整備 

３ 各種団体活動への支援、育成 

４ 老人大学の開設 

５ 世代間交流の促進 

４－３  

生涯スポーツの振興 

４－４  

青少年の健全育成 

４－５  

地域文化の育成 

１ スポーツ・レクリエーションの振興 

２ スポーツ・レクリエーション施設の整備 

１ 地域子ども会への支援 

２ こどもの文化芸術機会の創出 

３ 二十歳の集い式典・交流会の開催 

４ 望ましい生活習慣の定着 

１ 公民館講座を通したサークル・グループ

活動の促進 

２ 地域セミナーを通した地域文化の振興 

３ 七飯町文化協会自主事業への支援 

４ 伝統文化の継承と郷土への関心の醸成 

５ 歴史・民俗・自然などに関係する資料の

収集・保管・展示・講習会の開催 

 

 

 

 

 

４－６  

交流活動の推進 

１ 七飯町中高生海外派遣事業 

２ 国内外交流 

３ 国際交流員招致事業  
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基本目標５ 活気とにぎわいのあるまちづくり 

魅力的な産業、そして雇用の場があることが、人々を定着させ、活力ある地域社
会の礎となります。基幹産業である農業、そして商工業の振興を図り、生産の安定
と消費の拡大を進め、活力ある地域社会を維持します。また、地域資源の魅力を活
かした観光施策に取り組み、活気とにぎわいのあるまちづくりを推進します。 

５－１  

農林水産業の振興 

施策項目 主要な施策 関連するＳＤＧｓ 

１ 「農業経営基盤の強化に関する基本的な

構想」（基本構想）の策定と実践 

２ 七飯町地域担い手育成総合支援協議会活

動の充実 

３ 良質な米・野菜・花き・果樹の振興 

４ 酪農・畜産の体質強化 

５ 法人化(集落営農)・コントラ組織の育成 

６ 農地流動化の促進 

７ 森林資源循環の促進 

８ 内水面漁業の振興 

５－２  

商・鉱工業の振興 

１ 中小企業の経営支援 

２ 企業の誘致促進 

３ 起業・創業支援 

４ ふるさと納税確保に向けた取組の強化 

５－３  

観光の振興 

５－４  

雇用・勤労者対策の 

充実 

５－５ 消費者対策の

充実 

１ 町の認知度の向上 

２ 滞在型観光の促進 

３ 外国人観光客の受入環境の整備 

４ 通年型観光の促進 

５ 観光による経済効果の全町への波及 

６ 道の駅の振興に伴う地域経済の活性化 

７ 広域観光の推進 

 

１ 労働者・事業者向けの雇用についての意

識啓発 

２ 高齢者の就業支援 

３ 勤労者の生活福祉増進 

１ 消費生活に関する情報の提供 

２ 消費生活相談支援 

３ 高齢者のサポート 

 

 

 

 

 



14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本目標６ 協働のまちづくり 

複雑化する地域課題の解決に向けて、住民や事業者と行政の協働の取組を推進
します。また、人口減少に対応するため、移住定住の促進と関係人口の拡大を目指
します。さらに、すべての人が認め合い尊重される社会の実現のため、男女共同参
画や人権尊重の取組を推進します。そして、町が自主性と自立性をもって自治体経
営ができるよう、業務の効率化や健全な財政構造の実現などに取り組みます。これ
らの基盤のもと、協働のまちづくりを推進します。 

６－１  

開かれた協働のまちづ

くりの推進 

施策項目 主要な施策 関連するＳＤＧｓ 

１ 民間活力による取組への支援 

２ 七飯町活力のあるまちづくり推進事業の

活用促進 

６－２  

移住定住の促進と関係

人口の拡大 

１ 移住定住の促進 

２ 関係人口の拡大 

３ 地域おこし協力隊制度の積極的活用 

６－３  

男女共同参画・人権尊

重社会の形成 

６－４  

自立する自治体経営の

推進 

１ 男女共同参画に対する意識の高揚 

２ 人権教育の推進 

１ 健全な財政構造の実現 

２ 事業予算編成方式の活用 

３ 行財政改革大綱の策定 

４ 人材育成の推進 

５ 自主財源の確保 

６ 各種事務手続きのスキル向上 

７ 公共施設の最適化 
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人口と高齢化率の実績値と推計値（国勢調査人口） 

 

 

 

 

  

第３期 総合戦略 

計画策定の趣旨 

七飯町の第２期総合戦略は、令和２年度～令和６年度を計画期間として策定しましたが、

令和６年度に１年間期間を延長しています。これは、総合戦略が町の最重要課題であり、そ

の取組が町の取組の広い範囲に関連することから、総合計画と一体的に策定することで計

画の策定と進捗管理の効率化を図るためです。このため、計画期間を延長し、総合戦略と総

合計画を同じ期間としています。 

第３期総合戦略の策定にあたり、国や道の総合戦略では、地方創生の大枠の趣旨が踏襲さ

れつつ、デジタル要素を勘案した計画になっていること、また、地方創生誕生からの 10 年

の成果と反省を十分に生かしながら、ＡＩ・デジタルなどの新技術の徹底活用や、若者・女

性に選ばれる地域づくりなどに取り組み、社会情勢の変化に柔軟かつ的確に対応した計画

を策定することとします。 

七飯町における人口の現状と見通し 

4,496 4,608 4,306 3,975 3,607 3,384 3,215 2,991 2,639 2,292 2,076 1,880 1,694 

15,871 
17,704 18,084 17,524 

16,924 15,675 14,749 14,052 13,273 12,352 
10,841 9,644 8,546 

3,596 

4,728 5,964 6,925 7,922 
9,061 9,722 9,711 

9,757 

9,755 10,020 
9,815 

9,466 

0

0
0 0 10

23,963

27,040
28,354 28,424 28,463 28,120 27,686

26,754
25,669

24,399
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19,706
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0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

平成2年 平成7年 平成12年 平成17年 平成22年 平成27年 令和2年 令和7年 令和12年 令和17年 令和22年 令和27年 令和32年

（％）（人）
年齢不詳

65歳以上

15～64歳

15歳未満

高齢化率

実績値 推計値

七飯町の国勢調査による人口実績値は、令和２年で 27,686 人となっており、平成 22 年

をピークに人口減少が徐々に進んでいます。国立社会保障・人口問題研究所（以下「社人

研」と略）による令和５年時点での推計結果では、令和 32年まで推計結果が公表されてい

ますが、それによると令和 32 年に七飯町の総人口は２万人を割る見込みとなっています。 
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(令和22年)
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(令和27年)
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(令和32年)
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(令和37年)
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(令和42年)

2065年

(令和47年)

2070年

(令和52年)

（人）
社人研推計モデル

七飯町の目指す人口目標

実績値← →推計値

七飯町の人口展望 

七飯町の将来人口については、社人研推計モデルでの推計によると、令和 52 年（2070 年）

には 13,169 人まで減少する見込みとなっています。 

七飯町の人口減少は、しばらく緩やかな減少に留まりますが、徐々に減少スピードが上が

っていく見込みとなっています。 

活力のある地域を維持できるよう、この減少幅をできるだけ小さくしていくことが必要

です。 

以下のグラフで七飯町の目指す人口目標は、平成 30～令和４年の合計特殊出生率（平均）

である 1.35 で推移し、若者の転出超過の傾向を抑え（10 代～30代前半の転出超過を半減）、

転入増を図る（転入超過を 1.2 倍に増やす）取組を実施することで実現するものです。令

和 52 年（2070 年）に人口 16,263 人を目指して、人口減少対策に引き続き取り組みます。 
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基本目標１ 子どもを安心して産み育てられる 

結婚から育児までの切れ目のない支援や女性の活躍支援を行い、若い世代が安心して結婚、妊

娠、出産、子育てができるよう環境を整えます。また、長時間労働を解消し、誰もが生き生きと働

ける環境づくりを促進します。 

数値目標 単位 
目標の 

方向 
現状値 

目標値 

(令和 12 年度) 

合計特殊出生率 ％  
1.16 

（令和６年度） 
 

 

基本目標２ 住み続けたいと思える生活環境を整える 

住民が地域で安心して暮らすため、住み続けたいと思える生活・定住の環境づくりを図り、医

療・福祉をはじめ、交通、防災、教育、文化など、様々な分野における住民サービス機能の維持・

確保に向けた取組を推進します。 

数値目標 単位 
目標の 

方向 
現状値 

目標値 

(令和 12 年度) 

七飯町に住み続けたいと思う人の

割合 
％  

87.7 

（令和６年度） 
 

 

基本目標３ 食や観光をはじめとする力強い産業と雇用の場をつくる 

地域の資源を活かした食や観光、地域産業において、必要な人材の育成を図るとともに、域外需

要の取り込み拡大や域内循環の向上などにより、地域の産業の競争力強化を図ります。この取組

により、雇用機会を拡大し、女性や若者、高齢者などが活躍できる全員参加型社会の実現をめざ

します。 

数値目標 単位 
目標の 

方向 
現状値 

目標値 

(令和 12 年度) 

観光入込客数 千人  
2,147 

（令和６年度） 
 

 

基本目標４ 七飯町らしさを活かして人を呼び込み・呼び戻す 

他地域からの人口流入促進や地域の活性化を図るためには、積極的な人の呼び込み、転出者の

呼び戻しが必要であり、観光振興等による交流人口の拡大に取り組むとともに、企業誘致を通じ

た産業人材の呼び込み、ＵＩＪターンなど移住・定住の促進を図ります。 

数値目標 単位 
目標の 

方向 
現状値 

目標値 

(令和 12 年度) 

道外からの転入者数 人  
291 

（令和６年度） 
 

 

 

総合戦略の基本目標と数値目標 
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横断的な目標１ 多様な人材の活躍を推進する 

多様化 ・複雑化する地域の課題の解決に向けて、地方公共団体だけではなく、企業、NPO、住民

など、地域にかかわる一人ひとりが地域の担い手として自ら積極的に参画できるよう、多様な人々

が活躍できる環境づくりを積極的に進めます。 

 

横断的な目標２ 新しい時代の流れを力にする 

地域における Society5.0 の推進に向け、情報通信基盤等の環境整備を引き続き推進するととも

に、未来技術の活用による地域課題の解決や地域の魅力向上を図ります。また、ＳＤＧｓの理念

に沿って取組を進め、政策全体の最適化や地域課題解決の加速化を図るとともに、取組の一層の

充実・深化を図ります。 
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